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「吃音」の本
＊貸し出せます。
＊新見図書館にもあります。

学習発表会シーズンです。ことばの教室に通ってきている児童にとって、ちょっと気が重い行事です。なかでも、吃音症のあ
る児童の心には、せりふのタイミングがずれ、劇の流れをこわしてしまわないだろうかという心配があります。担任の先生方に
は、彼らの思いをくみ取り、対応していただきたいと思います。下に当事者の「思い」を再掲しています。学習発表会だけでな
く、学校生活のいろいろな場面で、彼らが（その家族が）どう感じているのか、お読みくださればと思います。
「去年、練習ではうまくいってたのに本番でことばが出なかった…」と話してくれたＡ君。「でも、楽しいから今年もがんばる

し、どのせりふも（出なかったら）同じだから。」こう続けたＡ君はすごいなあと言うしかありません。「ぼくには吃音があるけど、
そのままのぼくでいい。」と思える子に育ちつつあるＡ君。彼をまるごと受け止めてくれている周囲のみなさんに感謝します。


